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令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、
11

月
30
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
15

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、「
令
和
２
年

吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案

22
件
（
２
〜
３
ペ
ー
ジ
）、
委
員

会
提
出
議
案
と
し
て
、「
議
会
の

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
の
他
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
３
件
の
意
見
書
な
ど

（
10
ペ
ー
ジ
）
を
審
議
し
、
議
決

し
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
14
〜

15
ペ
ー
ジ
）

　
そ
の
他
、
16
名
の
議
員
が
行
っ

た
「
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
」

（
６
〜
10
ペ
ー
ジ
）、「
吉
川
市
議

会
の
知
っ
得
」（
12
〜
13
ペ
ー
ジ
）

で
は
、
吉
川
市
立
美
南
小
学
校
６

年
生
の
社
会
科
見
学
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
令
和
２
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
７
２
３
９
万
０
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
は
３
１
９
億
４
６
２

４
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

・
予
防
接
種
事
業

１
８
９
７
万
６
０
０
０
円

　
埼
玉
県
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
補
助
金
等
を
活
用
し
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
無
料
に
す
る
た
め
、
委
託
料

を
増
額
し
ま
す
。
接
種
期
間
は
令

和
２
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

１
月
31
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
支
援
事
業

３
２
３
万
１
０
０
０
円

　
相
談
室
の
相
談
環
境
を
よ
く
す

る
と
と
も
に
、
感
染
リ
ス
ク
を
低

減
さ
せ
る
た
め
、
不
具
合
の
あ
る

設
備
の
緊
急
的
な
修
繕
を
行
い
ま

す
。

・
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業

１
１
４
万
１
０
０
０
円

　
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
、
相

談
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

・
教
育
指
導
推
進
事
業

50
万
０
０
０
０
円

　
令
和
２
年
４
月
に
開
校
し
た
吉

川
中
学
校
の
校
歌
を
作
成
し
ま

す
。
同
中
学
校
生
徒
か
ら
の
発
案

に
よ
る
も
の
で
、
全
校
生
徒
か
ら

歌
詞
に
取
り
入
れ
る
フ
レ
ー
ズ
を

募
り
、実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
、

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
作
詞
を
行

い
ま
す
。

　
作
曲
に
つ
い
て
は
、
音
楽
科
の

教
師
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
曲

の
補
作
を
、
作
曲
家
の
橋
本
祥
路

氏
に
依
頼
し
ま
す
。

・
学
校
管
理
運
営
事
業

３
９
６
万
０
０
０
０
円

　

市
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
へ
の
連
絡
手
段
と
し
て
活

用
し
て
い
る
安
心
・
安
全
メ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

文
字
の
み
の
送
信
か
ら
フ
ァ
イ
ル

の
添
付
機
能
や
相
手
先
を
限
定
し

て
の
送
信
が
で
き
る
メ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
保
護
者

と
の
連
絡
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

・
少
年
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
事
業

60
万
９
０
０
０
円

　
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た

め
、
換
気
の
た
め
の
網
戸
や
教
室

内
を
分
散
さ
せ
る
た
め
の
ブ
ラ
イ

ン
ド
を
設
置
し
ま
す
。

◆
令
和
２
年
度
吉
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

４
０
８
４
万
２
０
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
子
育
て
負
担
の
増

加
や
収
入
の
減
少
に
対
す
る
支
援

を
行
う
た
め
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
年
内
に
支
給
す
る
た
め
、
急
遽

議
事
日
程
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
含
む

全
23
議
案
可
決
！
　
　
　

12
月
定
例
会

概
　
要
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主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◆
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
及
び
吉
川
市
教
育
委

員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
期
末

手
当
の
年
間
支
給
月
数
を
０
・
05

月
分
引
き
下
げ
、
年
間
支
給
月
数

を
４
・
45
月
分
と
し
ま
す
。

◆
吉
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え

一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
年

間
支
給
月
数
を
０
・
05
月
分
引
き

下
げ
、
年
間
支
給
月
数
を
４
・
45

月
分
と
し
ま
す
。

◆
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
現
在
、
三
輪
野
江
に
あ
る
吉
川

市
下
組
自
治
会
の
集
会
所
用
地
と

し
て
使
用
し
て
い
る
土
地
を
当
該

自
治
会
に
無
償
譲
渡
し
ま
す
。

◆
市
道
の
路
線
廃
止
及
び
認
定

　
大
字
上
内
川
地
内
に
お
け
る
宅

地
開
発
に
よ
る
既
設
市
道
の
一
部

払
下
げ
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
江

戸
川
堤
防
強
化
対
策
事
業
及
び
大

字
加
藤
地
内
に
お
け
る
道
路
認
定

の
錯
誤
に
よ
り
起
点
又
は
終
点
が

変
更
と
な
る
路
線
に
つ
い
て
廃
止

及
び
認
定
を
し
ま
す
。

◆
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
国
土
交
通
省
が
施
行
す
る
江
戸

川
堤
防
強
化
対
策
事
業
の
た
め
、

河
川
用
地
と
な
る
土
地
に
つ
い
て

処
分
す
る
も
の
で
す
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
吉
川
市
立
小
中
学
校
12
校
に
お

い
て
活
用
す
る
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型
提

示
装
置
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

購
入
台
数
は
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
１

０
９
台
、
テ
レ
ビ
台
１
０
９
台
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
45
台
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
５
ペ
ー
ジ
「
注
目
の
議
案
」
で

お
伝
え
し
ま
す
。

◆
人
事
案
件

・
教
育
委
員
会
委
員

　
教
育
委
員
会
委
員
の
中
島
新
太

郎
氏
が
令
和
２
年
12
月
22
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
す
る
た
め
、
再

度
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

・
人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
の
立
澤
秀
子
氏

が
令
和
３
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

再
度
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

用
語
解
説

○
補
正
予
算

　

令
和
２
年
３
月
議
会
に
於
い

て
議
決
さ
れ
て
い
る
市
の
予
算

に
つ
い
て
、
そ
の
後
に
生
じ
た

緊
急
か
つ
や
む
を
得
な
い
事
象

に
つ
い
て
予
算
の
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　

教
育
委
員
会
委
員
は
、
当
該

地
方
公
共
団
体
の
長
の
被
選
挙

権
を
有
す
る
者
（
満
25
歳
以
上

の
者
）
で
人
格
が
高
潔
で
、
教

育
行
政
に
関
し
て
識
見
を
有
す

る
者
の
内
か
ら
地
方
公
共
団
体

の
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
し
ま
す
。
任
期
は
２
年
で
す
。

○
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生

活
の
中
で
基
本
的
人
権
が
侵
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
見
守
り
、

人
権
を
擁
護
す
る
任
務
を
も
っ

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

人
た
ち
で
す
。
地
方
公
共
団
体

の
長
が
法
務
大
臣
に
対
し
、
議

会
の
意
見
を
聞
い
て
、
候
補
者

を
推
薦
し
ま
す
。
任
期
は
３
年

で
す
。

◆
各
特
別
会
計
補
正
予
算

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
各
特
別
会

計
等
の
補
正
予
算
も
計
上
さ
れ
、

次
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
】

１
億
２
９
０
０
万
５
０
０
０
円
の
増
額

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

１
８
７
万
７
０
０
０
円
の
増
額

【
介
護
保
険
】

４
６
９
万
１
０
０
０
円
の
増
額

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

１
９
２
１
万
３
０
０
０
円
の
増
額

【
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
】

５
億
６
７
０
２
万
２
０
０
０
円
の
減
額

【
水
道
事
業
】

収
益
的
収
入
及
び
支
出

収入
１
１
６
３
万
０
０
０
０
円
の
減
額

資
本
的
収
入
及
び
支
出

収入
３
９
７
６
万
５
０
０
０
円
の
減
額

支出
４
０
０
１
万
４
０
０
０
円
の
減
額

【
下
水
道
事
業
】

収
益
的
収
入
及
び
支
出

収入
４
４
８
万
１
０
０
０
円
の
減
額

支出
１
３
０
５
万
３
０
０
０
円
の
減
額

資
本
的
収
入
及
び
支
出

収入
３
５
１
８
万
０
０
０
０
円
の
減
額

支出
２
５
４
９
万
３
０
０
０
円
の
減
額

（現地視察のようす）
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総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
下
八
間
堀
水
路
事
業
計
画
書
作

成
業
務
に
つ
い
て
、
歳
出
分
22
％

の
負
担
金
収
入
が
あ
る
が
、
そ
の

根
拠
と
次
年
度
以
降
の
負
担
は
。

　

下
八
間
堀
水
路
延
長
の
割
合

で
計
算
さ
れ
て
い
て
、
下
八
間

堀
水
路
に
係
る
事
業
に
つ
い
て

松
伏
町
に
負
担
い
た
だ
く
も
の

で
あ
る
。

　
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
１
億
２
８
３

９
万
円
の
減
額
。
整
備
計
画
を
国

に
提
出
し
申
請
し
て
い
る
の
に
内

示
額
が
55
％
と
い
う
数
字
に
な
っ

た
の
は
お
か
し
く
な
い
か
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
１

千
万
円
が
繰
出
金
と
し
て
計
上
さ

れ
て
い
る
理
由
と
趣
旨
は
。

　
減
額
し
た
理
由
は
、
国
に
お
い

て
も
予
算
額
が
あ
り
、
各
地
方
公

共
団
体
か
ら
申
請
さ
れ
た
事
業
を

選
別
し
た
結
果
が
内
示
額
と
な
っ

て
示
さ
れ
た
と
考
え
る
。
昨
年
の

よ
う
に
想
定
よ
り
多
く
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
。

ふ
る
さ
と
創
造
資
金
に
関
し
て

は
、
県
の
補
助
金
で
、
新
た
な
取

組
み
で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
寄
与

す
る
事
業
に
交
付
さ
れ
る
。

　
本
年
度
に
な
り
活
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
調
整
を
し
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
的
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
対
象
外
で
あ
る
事
業
地

内
の
緑
地
の
整
備
に
活
用
す
る
。

　

畜
犬
登
録
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー

バ
ー
方
式
と
は
。

　

現
行
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
パ
ソ

コ
ン
１
台
で
運
用
し
て
い
る
が
、

デ
ー
タ
を
親
機
の
サ
ー
バ
ー
に

保
管
す
る
こ
と
で
、
複
数
人
で

の
作
業
や
分
散
勤
務
が
可
能
に

な
る
。

　
　
　
　
　
　
賛
成
全
員
で
可
決

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
配
水
管
洗
浄
作
業
業
務
委
託
料

に
つ
い
て
、
減
額
理
由
は
。

　
落
札
に
よ
り
、
契
約
額
が
当
初

見
積
よ
り
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。

　
石
綿
管
の
布
設
替
え
設
計
委
託

の
工
区
は
ど
こ
か
。

　
吉
川
駅
北
側
か
ら
県
道
越
谷
流

山
線
ま
で
の
間
で
、
石
綿
管
が

残
っ
て
い
る
区
域
。

賛
成
全
員
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
社
会
福
祉
協
議
会
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
相
談
室
は
ど
こ
に
設
置

す
る
の
か
。
ま
た
、
ど
こ
ま
で
を

修
繕
す
る
の
か
。

　
相
談
環
境
を
良
く
す
る
と
と
も

に
、
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

た
め
の
環
境
整
備
で
、
空
調
機
の

修
繕
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
で
あ

る
。

　

生
活
保
護
事
業
扶
助
費
と
し

て
、４
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

上
半
期
の
増
と
今
後
の
見
込
み
分

と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
ど
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
上
半
期

分
の
伸
び
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

給
付
金
や
特
例
貸
付
金
で
凌
い
で

い
る
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
今
年

度
の
保
護
申
請
件
数
は
61
件
で
あ

り
、
急
激
な
伸
び
と
は
な
っ
て
い

な
い
。

　
前
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
率
は
50
％
、本
年
度
は
す

で
に
53
％
と
聞
い
て
い
る
。
70
％

に
上
げ
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

11
月
以
降
の
動
向
に
よ
る
も
の

と
思
う
が
、
昨
年
同
時
期
の
10
％

台
に
対
し
、
現
時
点
で
50
％
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
70
％
程
度
に
な
る

の
で
は
と
推
測
し
て
い
る
。

　
県
で
指
定
医
療
機
関
が
公
表
さ

れ
た
が
、
今
後
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
受
診
・
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
機
関
が
公
表
さ
れ
た

が
、
セ
ン
タ
ー
は
鼻
腔
採
取
法
な

の
で
、
短
時
間
で
検
査
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

役
割
を
担
っ
て
い
く
。

　
吉
川
中
学
校
校
歌
作
成
謝
礼
と

し
て
50
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

時
系
列
的
に
説
明
を
願
う
。

　
生
徒
か
ら
校
歌
を
作
成
し
た
い

と
声
が
上
が
り
、
２
学
期
開
始
と

と
も
に
生
徒
会
６
名
、
学
級
委
員

４
名
が
中
心
と
な
り
、
募
集
し
た

フ
レ
ー
ズ
な
ど
を
基
に
作
詞
作
曲

を
進
め
て
い
る
。
１
月
下
旬
頃
に

委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案
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は
曲
を
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
練
習

を
重
ね
卒
業
式
で
の
披
露
を
考
え

て
進
め
て
い
る
。
歌
詞
に
入
れ
る

フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
全
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
収
集

を
行
っ
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆�

財
産
の
処
分（
江
戸
川
堤
防
強

化
工
事
で
河
川
用
地
と
な
る
土

地
）に
つ
い
て

　
１
㎡
あ
た
り
５
８
０
０
円
と
な

る
が
、
算
出
根
拠
と
売
却
時
期
の

決
め
方
に
つ
い
て
。

　
国
の
不
動
産
鑑
定
評
価
書
に
基

づ
い
た
価
格
。
平
成
21
年
12
月
に

江
戸
川
河
川
事
務
所
と
締
結
し
た
、

首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策

に
よ
り
移
設
す
る
吉
川
市
道
の
管

理
等
に
関
す
る
覚
書
に
基
づ
き
、

工
事
完
了
後
に
引
渡
し
を
す
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
美
南

駅
東
口
周
辺
地
区・下
水
管
等
）

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
変
更
理
由
と
し
て
「
地
権
者
交

渉
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
「
地
権
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
確

認
事
項
」
の
調
整
に
時
間
を
要
し

た
が
、
調
整
事
項
が
整
い
、
了
解

を
得
ら
れ
た
。

　
工
期
は
問
題
な
い
の
か
。

　
地
権
者
と
調
整
し
た
工
事
箇
所

は
次
年
度
に
行
う
予
定
。
そ
の
他

の
工
事
箇
所
は
年
度
内
工
事
を
目

指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
賛
成
全
員
で
可
決

◆�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
美
南

駅
東
口
周
辺
地
区・盛
土
工
事
）

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

建
設
発
生
土
の
搬
入
状
況
と
、

場
内
運
搬
の
際
の
問
題
は
。

　
当
初
、
想
定
し
て
い
た
搬
入
土

は
18
万
㎥
で
あ
っ
た
が
、
変
更
後

は
15
万
㎥
を
予
定
。
こ
の
差
異
に

つ
い
て
は
場
内
土
運
搬
に
よ
り
盛

土
を
す
る
。
場
内
運
搬
は
、
既
に

所
定
の
沈
下
が
終
わ
っ
て
い
る
箇

所
か
ら
転
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
減
災
費
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
標
識

設
置
委
託
料
の
内
容
に
つ
い
て
。

　
想
定
浸
水
深
の
標
識
を
既
に
江

戸
川
と
中
川
の
重
要
水
防
箇
所
、

指
定
避
難
所
周
辺
及
び
公
共
施
設

な
ど
市
内
40
箇
所
に
設
置
し
て
い

る
。
さ
ら
に
80
箇
所
に
設
置
し
て

市
民
に
周
知
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
賛
成
全
員
で
可
決

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
備
事
業

　

今
定
例
会
で
は
、
吉
川
美
南

駅
東
口
周
辺
地
区
土
地
区
画
整

備
事
業
に
伴
う
、次
の
３
件
の

「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
」審
議
し
ま
し
た
。

・
汚
水
・
雨
水
管
渠
布
設
工
事

　

令
和
２
年
６
月
11
日
付
け
で

効
力
を
発
生
し
た
吉
川
市
美
南

駅
東
口
周
辺
地
区
汚
水
・
雨
水

管
渠
布
設
工
事
（
そ
の
５
）の
請

負
契
約
に
つ
い
て
、
近
接
す
る

橋
梁
工
事
の
仮
設
工
事
の
変
更
、

盛
土
工
事
の
進
捗
状
況
の
影
響

等
に
伴
い
、一
部
工
事
の
見
直
し

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、請
負
金
額

の
変
更
を
し
ま
す
。

・
盛
土
工
事

　

令
和
２
年
６
月
11
日
付
け
で

効
力
を
発
生
し
た
吉
川
市
美
南

駅
東
口
周
辺
地
区
盛
土
工
事
（
そ

の
９
）
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

建
設
発
生
土
の
搬
入
状
況
を
踏

ま
え
、
盛
土
材
料
を
場
内
土
の

転
用
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、

埋
没
物
撤
去
を
実
態
に
即
し
た

量
に
見
直
す
た
め
請
負
金
額
の

変
更
を
し
ま
す
。

・
橋
梁
工
事

　

令
和
２
年
６
月
11
日
付
け
で

効
力
を
発
生
し
た
吉
川
市
美
南

駅
東
口
周
辺
地
区
橋
梁
工
事（
そ

の
２
）の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

現
地
で
想
定
を
上
回
る
地
下
水

が
発
生
し
た
た
め
、仮
設
工
法
を

変
更
し
施
工
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、請
負
金
額
の
変
更
を

し
ま
す
。

　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区

に
つ
い
て
は
、
第
５
次
総
合
振

興
計
画
に
お
け
る
「
複
合
拠
点
」

の
位
置
づ
け
に
基
づ
き
、
平
成

29
年
に
決
定
し
た
事
業
計
画
に

沿
っ
て
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

注
目
の
議
案

（現地視察のようす）
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答えて市長！
一般質問
　今定例会では、16名の議員が市政全般に
わたり、市の見解をただしました。
主な内容を質問者が要約してお知らせしま
す。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で
閲覧できますが、今定例会の会議録の提供
は、２月下旬となる予定です。

一般質問

安全・快適なまちづくり
適正管理と必要性を研究

降旗　聡
問 ウニクス東側にある保緑道の再整備が必要である
と考えるが、市の見解は。
答 保緑道には、約320メートルの区間に、154本の
カツラの木とサツキツツジなどの低木を植樹してお
り、これらの樹木を適切に管理するため、年に１～２
回の剪定作業と、害虫が発生した場合には薬剤散布を
行っている。現在のところ、大規模な再整備を行う計
画は無いが、引き続き、樹木の育成状況を把握し、快
適な緑道空間を保てるよう維持管理に努める。

問 吉川駅北口周辺地区のゾーン30整備について市
の見解は。
答 ゾーン30は、生活道路や通学路における歩行者
などの安全を確保することを目的として、区域を決め
て時速30キロの速度規制を実施するもの。また、そ
の他の安全対策と組み合わせ、区域内における速度抑
制や区域内を抜け道として通行するための行為を抑制
するもの。このため、ゾーン30の整備にあたっては、
警察・公安との協議はもとより、地元の要望・理解・
協力なども不可欠なため、整備の必要性について研究
する。

スポーツ施設整備検討進捗

戸田　馨
問 令和２年９月定例会で「分散型でのスポーツ施設
の充実も含めて検討」との答弁をいただいた。検討の
進捗、また用地として活用できる可能性がある場所は。
答 市有地や関係団体所有地をスポーツ施設として活
用できる可能性に着目し、分散型スポーツ施設整備の
検討を進めるため、庁内に「分散型スポーツ施設整備
検討会」を設置する。活用できる可能性がある場所と
して市所有「環境センター一般廃棄物最終処分場用
地」、東埼玉資源環境組合所有「第二最終処分場用地」
を挙げる。

♦子ども達の多様な教育への支援
問「市内すべての子ども達に多様な幼児教育の機会
を」という観点から、幼保無償化の対象外となった幼
稚園類似施設に通う子どもの家庭への支援検討を進め
ていただきたいがいかがか。
答 今ここで「こういう形にする」という結論は出せ
ないが、春に向けて「市内の子ども達すべてに」との
観点から対応を考えたい。

東口開発　駅前商業ゾーン
応募事業者はなく再募集へ

伊藤　正勝
問 美南駅東口開発の商業ゾーンは、新しい吉川の顔
になるスペース。公募の状況、結果を伺いたい。
答 商業・業務ゾーンのうち北側画地（4 万４千㎡）
を一括して公募した。8 月に募集要項の配布を始め
11 月に申し込みを受付けた。問い合わせはあったが
応募はゼロだった。事情を調べた上、次の対応を考え
ることになる。
問 北側に続く南側用地については公共施設等の構想
を固めて別途公募するとのことだが、検討委員会の発
足や協議内容について説明を。
答 駅前にどんな公共施設を設置すべきか、文化施設
を含め幅広く検討することになる。外部有識者など 8
人の委員を委嘱。12 月中に発足し翌年度中に報告を
提出してもらうことになる。
ホールの設置など確定していることはない。

◆「最終処分場」。吉川市主体で活用検討へ。
問 リユースの第 2 最終処分場。これは「天の恵み」。
今後の取り組みの考えの説明を。
答 利用中止や安全の覆土の計画の話があった。今後
は吉川市主体で活用策を考える。

本
会
議
の
録
画
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら
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第２処分場を大規模太陽光発電・
水素装置設置の発電基地へ

小野　潔
問 国が示した「行政のデジタル化」、「2050年二酸
化炭素排出実質ゼロ」の２本柱を受け、今後策定する
第６次総合振興計画、都市計画マスタープラン、環境
保全指針へ市の方向性を位置付ける為に伺う。①押印
の省略・廃止は。②都市計画マスタープランの重要な
ポイント、中でも道路網・公共交通、環境への配慮は。
③2050二酸化炭素排出実質ゼロ宣言をしては。④東
埼玉資源環境組合の第２処分場を大規模太陽光発電・
水素装置等の発電基地にしては。⑤公用車70台を電
気自動車化しては。

答 ①調査した結果、351種類の押印廃止を今後検討
したい。②大容量高速通信５Ｇ・６Ｇを活用した次世
代モビリティーシステムの構築、再生可能エネルギー
の活用等を位置付ける。③宣言は検討していく。④市
としての利活用の検討や組合との協議がこれから始ま
るところ、提案の内容も含め検討していければ。⑤国
の動向、市の方向性によっては改めて検討を考えてい
く。

フードバンク吉川の創設を

五十嵐　惠千子
問 地域の人々が支え合う「地域食堂」の他に、行政
が主導し、第二のセーフティーネット当市独自のフー
ドバンク創設を。
答 創設に向け、食料の調達・財源・支援のあり方など、
仕組み作りを検討する。また、この年末に向けて「児
童扶養手当受給世帯等を対象に、緊急的に食料を無料
で配布する。

♦魅力ある文化芸術振興の推進を
問 ①コロナ感染拡大に配慮した当市の支援や環境整
備を。②吉川市文化芸術振興条例の早期制定と拠点を
吉川美南駅東口に設置を。
答 ①トイレの洋式化・換気のための環境整備・人数
制限を行った。今後は、ご提案の様にデジタルアーカ
イブ等、国が示す様々な事例を参考に魅力ある施策に
取り組みたい。②文化芸術振興条例は市民の声をお聞
きしながらしっかり進める。拠点については、今後、
数年かけて、おあしすや中央公民館を改修しながら、
条例・基金を作り、吉川美南駅東口の開発に結び付け
拠点を実現したい。

情報発信の充実について

大泉　日出男
問 ①当市のHPでは、知りたい情報になかなか到達
できない。容易に到達できるよう改善を。②ＳＮＳを
同時併用し同一の情報を得られる仕組みにすべき。更
に有益な情報発信へ改善を図るべき。③情報弱者への
周知方法。越谷ＦＭを利用した肉声での周知や防災ラ
ジオの導入を。
答 ①業者との契約期間があり、即座の変更は難し
い。契約更新時に業者への変更を促がす。②現行の
Twitterと安心メール、当市のHPの相乗効果を今後
更に進める。③肉声での啓発は有効。防災ラジオ導入
の協議を進めている。

◆災害時の要支援者及び事業所等との災害協定
問 ①災害時避難行動要支援者の避難行動手順は。②
今後の事業者等との災害協定は。また、今後の予定と
課題は。
答 ①本年３月に策定した「災害時避難行動要支援者
避難支援計画」をもとに安心電話で発信。更なる充実
を図るため支援者マニュアルの策定に取組んでいる。
②今後３事業者との締結を検討、課題は運用面で本部
との連絡体制を強化する必要がある。

吉川小学校通学路の安全対策と
越谷吉川線押ボタン式信号を

赤出川　義夫
問 吉川小学校通学路のグリーンベルト設置など視覚
で訴える安全対策を。
答 グリーンベルトの設置は、歩行者の安全確保や通
学路としてドライバーに認識させる手段として有効と
考えるが、交通量や道路幅員、今後の県道工事終了後
の道路形態を見極め安全対策に努める。

問 越谷吉川線の栄町1327・1360間の横断歩道と
押しボタン式信号を使用頻度の低い、武蔵野線北側の
高富ガード近くの押しボタン式信号を移設してはどう
か。
答 平成30年に警察と移設の可能性について協議し
たが移設に至らず、吉川橋開通後の交通状況を踏まえ
引続き警察に対し協議や要望を行う。

問 吉川橋両側の副道に対しての街灯をポール1本で
道路と副道両方を照らせないか。
答 街灯は工場で製作中のため形状変更できないの
で、街路灯の完成後に現場の状況を把握し対応したい。
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一般質問

三郷北部土地区画整理に伴う
道庭地区への影響

成本　直寛
問 大型車の進入・往来や交通量増加等、今までと生
活が一変してしまうのではないかと不安な声が上がっ
ております。道庭地区の生活道路への影響についてど
う捉えていますか。
答 現在、三郷市へ対して大型車の進入防止や迂回対
策について協議をしていただくよう、計画に対する意
見を提出しています。今後も生活道路に影響が出ない
ように進捗状況の確認をし、完了後についても協議・
要望を行います。

問 道庭地区周辺では災害時の避難場所に対して関心
が非常に高まっています。十分な非難ができるのかと
不安な声も耳にします。三郷北部地区に大型商業施設
が建造された際は、一時避難場所等の災害協定を結ぶ
ことが必要と考えますがどのように捉えていますか？
答 駅南地区避難所の中曽根小・ワンダーランドに加
え、より多くの避難所を開設するため吉川中・美南小
も開設していきたいと考えております。また、既存の
民間事業者と協議を進めています。三郷北部地区の商
業施設との協定は建物の用途や建築規模等を見極めな
がら必要性について検討していきたいと考えておりま
す。

安全安心のまちづくりについて

松﨑　誠
問 野田橋付近の交通渋滞解消への取り組みと東埼玉
道路と浦和野田線の整備について、私たち自民党会派
では、菅内閣発足後、内閣府副大臣に就任した三ッ林
裕巳副大臣と副大臣室で「地方財源の充実に向けた国
施策に対して」９項目からの要望書を届け意見交換し
てきました。東埼玉道路と慢性的な野田橋付近の交通
渋滞解消のためには野田橋の架け替えを含む浦和野田
線の４車線化の早期完成が望まれており早期着工と予
算要望をお願いしてきたところです。そこで現在、市
はどのような要望活動をされていて、また、市として
の考え方について伺います。

答 浦和野田線の早期完成を図るため４市１町で構成
する建設期成同盟では毎年、埼玉県、千葉県への要望
活動を行っています。また、令和２年度からは国交省、
財務省に対しても要望活動を行ってきました。また、
令和元年度に新規事業化が発表された東埼玉道路につ
いても、当市の経済発展はもとより災害時の復旧活動
や物資輸送等、重要な役割を果たすものと考えており
引き続き関係機関に要望活動を積極的に行ってまいり
ます。

美南駅東口区画整理の課題
が表面化、問題解決が急務

齋藤　詔治
問 吉川美南駅東口区画整理事業の推進状況は、多く
の課題が表面化しており、スムーズとは見受けられな
い。①盛土工事の為の搬入土が予定通り搬入されてい
ない。②土地所有権者の仮換地の未同意による工事箇
所の請負変更契約が行われている。③保留地処分が予
定通り進んでいない（価格も土地公示価格や路線価
格、周辺取引価格に比べ安価）。このような状況下で
新たに商業業務ゾーン4.4haの事業者募集がされ、売
買価格1坪約44万6千円でこれも安すぎる。またこれ
に隣接する吉川美南駅前の１等地で面積1.2ha（市へ
の現地換地）、商業業務ゾーンの１部が区画整理事業
地内でありながら、好立地なのに低減歩率で別途企業
へ売却処分が進められている。地権者への負担や当時
の用地先行取得理由を考慮すると大きな問題ではない
のか。
答 当該用地につきましては、業務系用地とする為、
平成20年に土地開発公社名で取得、この度、市が一
般会計により用地の買戻しを行い、吉川市が一地権者
として、今後企業への売却等を進めて参ります。また
当該用地の減歩率については約42％で試算しており
ます。

小中学校の「一斉休業」を問う

稲垣　茂行
問「臨時休業」決定に至る検討経過と「休業」の法
的根拠は。
答 安倍首相の要請を受け、2月28日に市の対策本部
会議で決定。学校保健安全法第20条に基づくもの。

問 学校休業期間中の連絡体制と自宅学習の実施及び
成果の確認は。
答 学校と教育委員会との連携は、２月より臨時校長
会を繰り返し開催。自宅学習は児童・生徒へ課題を配
布。回収し点検。

問 二重リスクの中での学校再開の対策は。
答 状況に応じマスクを外す等を指示。教室の室温につい
てもエアコンの温度設定を柔軟に対応し、換気を徹底した。

問 ICT教育と対面教育との関係。
答 これまでの教育実践とICTのベストミックスを図
り、「情報活用能力」を高める。

問 なぜこれまでのように段階的対応をせずに、いき
なり「一斉休業」としたのか。
答 首相・県知事の要請を受け、他自治体の対応も確
認。苦渋の決断をした。学校に子ども達が通えないこ
とは、最も辛いこと。
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吉川駅北口周辺の治水対策強化を

遠藤　義法
問 吉川駅北口の治水対策として、中川の護岸工事と
底さらいの国の年次計画は。川藤の木売落排水機場を
活用して、吉川１・２丁目などの地域の雨水を排水す
れば共保ポンプ場への流入量が減り、駅前の冠水対策
となるのでは。
答 中川の護岸工事は、現在八潮市の堤防工事を進め
ており、高久・木売の堤防の嵩上げ工事の時期は未定。
底さらいは整備計画上で必要な浚渫は完了していると
河川事務所から伺っている。木売排水機場は、農業用
水の排水を目的としており、市街地の排水はできない
ものと認識している。今後、雨水排水の関係法令改正、
緩和が行われれば検討したい。

♦コロナ禍　令和３年度予算編成の課題は
問 新型コロナ禍で市民税などが減収する見込みです
が財政状況と課題は。生活困窮者の方々を支援する来
年度の市の積極的取り組みを。
答 平成20年のリーマンショック後の税収を参考に
とらえている。地方交付税の財源確保を国に求めてい
る。国などの制度や財源を活用し、生活困窮世帯の生
活を支援していきたい。

用排水路しんきぼり改修状況は。

飯島　正義
問 ①三郷境のしんきぼりの水質は、県の指導により
基準はクリアしましたが、堰は閉鎖されたままです。
市は大雨の時は堰を開門するとしていますが、現状は
水草が繁茂し、水が流れないと地域の方は指摘してい
ます。市の認識と対応は。②東西の水路は、県道三郷
松伏線の下を通り、大場川へと流れますが、近隣は家
が立ち並び、車などの通行もあり危険ですので、水路
整備とあわせ柵を設置すべきです。③地域からは、よ
く吉川市のはずれなので、やってもらえないのかと言
う声があります。市長お考えをお聞かせください。

答 ①三郷市側とはこれまでも協議を行ってきまし
た。今後は来年の春、田植えの時期に水が入ります。
本当に堰を開けてどうなるか確認します。②常磐高速
道の南側につきましては本年度の柵設置を含め完了と
なります。③三郷の境だからこそしっかりと吉川市づ
くりをしていく場所だと思っています。今後は、水質
環境の部分も含めて部長、課長にも指示をしています
ので、三郷市としっかり水質の事を含めて、この地域
をみていきたいと思っています。

見えない予算編成方針

岩田　京子
問 吉川市の財政状況について、コロナの影響がある
と思うが動向は。
答 財政的には影響は特段生じていない。

問「2021年の予算編成について、職員に聞くと「通
常通り」「コロナのために緊縮」など温度差があるが、
どのような予算編成方針なのか。
答「価値ある未来を共に」という理念で、各政策を
推進。コロナ禍で「市民生活を守る」「社会経済活動」
の両立に向け事業展開の工夫を。

問 他議員への市長の答弁では、「大きな基本は変わら
ない」「取捨選択、スピードとチャレンジ」「2021年は市
制施行25周年。イベントに冠。グッズに25周年を入れ、
郷土愛を育む」とも。前向きで良いが、現状認識が甘
く不安だ。財政非常事態宣言を発令した自治体もあり、
どこも極めて厳しい状況を訴えた方針を出している。
答 財政部長の取扱いとして、リーマンショック時を
参考に単年度では収束しないこと等全庁的に危機感を
共有している。枠は設けていないが、経常経費の削減
についても指示している。

問 予算編成方針を公開して欲しい。
答 公開する予定はない。

大場川拡幅工事に
仮橋の設置を

吉川　敏幸
問 三輪野江地区にある戸井橋西側の大場川の拡幅、
護岸工事について。工事期間中、仮橋設置の予定は。
答 市が行う無名橋の架け替え工事は、既存の橋の取
壊し工事、橋の下部工事、橋の上部工事と取付道路工
事に其々１年の合わせて3年の工事期間を予定。この
期間は橋の通行が出来ない状況となる。上下流ともに
約900メートルの所に橋があり、仮橋は設置しない方
針である。

問 仮橋の設置費用、市の負担額は。
答 概算だが、全体で2400万円。県と負担割合を検
討中で市の負担額は約1640万円になる。

◆�東埼玉資源環境組合第二最終処分場跡地をどうする
のか。
問 東埼玉資源環境組合第二最終処分場跡地をボッ
チャや車椅子バスケやラグビーが出来る施設やグラン
ドゴルフが出来るコースの設営をと考えるが、現状と
今後は。
答 組合と協議・調整を図りながら、市が主体となっ
て検討していく。市民の意見を聞くなどの機会、スケ
ジュールは現在未定である。
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◆
委
員
会
提
出
議
案

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
議
員

の
期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数
を
０
・
05

月
分
引
き
下
げ
、
年
間
支
給
額
を
４
・
45

月
分
と
し
ま
す
。

◆
意
見
書

　

今
定
例
会
に
は
３
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
次
の
１
件
を
可
決
、
内
閣
総
理
大

臣
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。（
一
部
抜
粋
）

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
着
実

な
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
様
々
な

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

事
態
を
受
け
、
７
月
17
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
世
界
最
先
端
デ
ジ
タ
ル
国
家
創
造

宣
言
・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
我
が
国
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
り
強
靱
化
さ
せ
、
我
が
国
経
済
を
再
起

動
す
る
と
の
考
え
の
下
、「
国
民
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
、
デ
ジ
タ
ル
化
」
等
の
実

現
の
た
め
、
本
格
的
・
抜
本
的
な
社
会
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
の
姿
勢
を

示
し
た
。
ま
た
、「
地
方
行
政
体
制
の
あ
り

方
等
に
関
す
る
答
申
」
が
提
出
さ
れ
、
社

会
全
体
で
徹
底
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

こ
と
で
、
東
京
一
極
集
中
に
よ
る
人
口
の

過
度
の
偏
在
の
緩
和
や
、
こ
れ
に
よ
る
大

規
模
な
自
然
災
害
や
感
染
症
等
の
リ
ス
ク

の
低
減
も
期
待
で
き
る
と
し
て
、
国
の
果

た
す
べ
き
役
割
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
着
実
な
推
進
を

図
る
た
め
、
下
記
の
事
項
を
実
施
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

１
.
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
書

面
や
対
面
・
押
印
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
簡
易
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
現
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
。
特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
更
新
手
続
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
実
現
す
る
こ
と
。

他
３
項
目

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
意
見
書

の
全
文
や
本
会
議
の
会
議
録
、
議
会
活

動
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検 索吉川市議会

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
に
な
っ
た
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
３
４
２‒

８
５
０
１

　

吉
川
市
き
よ
み
野
一
丁
目
１
番
地

　

吉
川
市
役
所　

議
会
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８（
９
８
１
）５
３
９
２

新型コロナウイルス対策の充実を

雪田　きよみ
問 ①当議員団が行った市民アンケートでは、市のコ
ロナ対策・情報提供について「ほぼ満足」「満足」と
答えた人はわずか１割、「不満」「やや不満」は53％
に上った。その原因のトップは、「情報が少なくわか
りづらい」だった。市の認識は。②指定医療機関は、
市のホームページから県のホームページにリンクする
形になっている。検索できる人ばかりではない。パッ
とわかるような表記をするべき。③市のホームページ
は見にくい。他市では、感染者・事業者・生活困窮者
等に向け、開き方がわかりやすいものとなっている。
また市長のメッセージを掲載している。吉川市のホー
ムページに出てくるのは、大野知事。市のコロナ対策・
方針について市長のメッセージを掲載するべきでは。

答  電話での相談窓口について、市の窓口やポスター
等により周知を図っている。この度新たに診療や検査
を実施する医療機関が県の指定を受け、12月1日に医
療機関名や診療時間などが公表され、周知を図ってい
る。②検討させていただきたい。③積極的に取り組ん
でいきたい。

委
員
会
提
出
議
案
・
意
見
書



11

　

令
和
２
年
１
月
26
日
に
吉
川

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
た
な
議
会
の
体
制
を
決
め
る

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
一
般
質
問
を
取
り

や
め
、
会
期
の
短
縮
を
行
い
ま

し
た
。

　

児
童
福
祉
施
設
等
の
感
染
症

拡
大
防
止
を
図
る
経
費
な
ど
専

決
処
分
さ
れ
た
補
正
予
算
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土
地
区
画

事
業
に
関
連
し
た
「
訴
え
の
提
起
に
つ
い

て
」
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

５
月
16
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

要
望
書
」
提
出
し
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
市
長・副
市
長・

教
育
長
の
給
与

の
減
額
に
関
す

る
条
例
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
が
盛
り

込
ま
れ
た
補
正

予
算
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
・
子
育
て
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
・
住
宅
確
保

給
付
金
の
支
援
拡
充	

な
ど

　

５
月
22
日
に
は
、
吉
川
松
伏
医
師
会
に

よ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
様
々
な
コ
ロ
ナ
対

策
が
盛
り
込
ま
れ
た
補
正
予
算

を
審
議
し
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
と
く
ら
し
の
相
談
員
」
の
配

置
、
在
宅
障
が
い
者
見
守
り
支
援
、
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
の
事
業
者
に
対
し
公
共
交
通

緊
急
支
援
金
を
支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

家
計
応
援
給
付
金
の
支
給
、
家
計
応
援
こ

ど
も
券
の
配
布
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
、
商
業
活
性
化
策
と
し
て
新
た
な
取

り
組
み
事
業
者
に
補
助
、
感
染
症
対
策
の

た
め
の
災
害
用
備
蓄
の
購
入	

な
ど

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
様
々
な
コ
ロ
ナ
対

策
が
盛
り
込
ま
れ
た
補
正
予
算

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
公
金
決
算

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ひ
と
り
親
世
帯

に
対
す
る
一
時
金
の
給
付
、
新
生
児
子

育
て
応
援
商
品
券
の
給
付
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
用
飛
沫
循
環
抑
制
車
の
導
入
、
妊
産
婦

に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
、

生
徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整

備
、
水
道
料
金
の
減
免
、
売
上
高
が
前
年

度
比
20
～
50
％
減
少
し
た
事
業
者
に
支
援

金
の
給
付
、
国
・
県
の
家
賃
支
援
の
対
象

外
の
事
業
者
に
対
し
賃
貸
に
対
す
る
追
加

給
付
、
全
小
中
学
校
に
授
業
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
人
を
２
人
ず
つ
配
置	

な
ど

　

令
和
元
年
度
の
決
算
認
定
の

他
、
様
々
な
コ
ロ
ナ
対
策
が
盛

り
込
ま
れ
た
補
正
予
算
を
審
議

し
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成（
中

学
生
以
下
）、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し

す
内
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
整
備
、
公
共
施
設
や

公
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化	

な
ど

　

概
要
は
本
紙
２
～
３
ペ
ー
ジ

の
と
お
り
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
含
む
全
23
議
案
可
決
。

２月
臨時会

６月
定例会

９月
定例会

12月
定例会

７月
臨時会

３月
定例会

４月
臨時会

５月
臨時会

コロナ禍の１年を振り返って

　令和２年に、吉川市議会で審議された内容についてお伝えします。
　令和２年は、新型コロナ感染症対策が講じられ、市議会でも要望書を
提出するなど、市民の皆様に必要な支援が届けられるよう、議案の審議
をしてまいりました。その一部を抜粋して、お伝えします。
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１
.
議
会
に
は
ど
ん
な

　
　
施
設
が
あ
る
の
？

　
は
じ
め
に
、
市
役
所
３
階
に
あ

る
議
会
関
連
施
設
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

〇
議
場

　
議
案
な
ど
を
審
議
し
、
議
会
の

最
終
的
な
意
思
決
定
を
決
め
る
本

会
議
を
行
う
場
所
で
す
。
市
長
が

議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
説
明

し
た
り
、
議
員

が
議
案
や
市
の

一
般
事
務
に
つ

い
て
質
問
し
た

り
、
意
見
を
述

べ
た
り
し
ま
す
。

〇
委
員
会
室

　
委
員
会
室
は
、
第
１
委
員
会
室
、

と
第
２
委
員
会
室
の
２
つ
あ
り
ま

す
。
吉
川
市
議
会
で
は
、
総
務
水

道
常
任
委
員
会
・
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
・
建
設
生
活
常
任
委
員
会

の
３
つ
の
常
任

委
員
会
が
あ
り
、

議
案
な
ど
を
効

率
的
・
専
門
的

に
審
査
し
て
い

ま
す
。

〇
傍
聴
席

　
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て

お
り
、
傍
聴
規
則
に
反
し
な
い
限

り
自
由
に
傍
聴

で
き
ま
す
。
傍

聴
の
際
は
傍
聴

人
受
付
簿
を
記

入
し
て
く
だ
さ

い
。

〇
正
副
議
長
室

　
議
員
の
中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ

た
、
議
長
、
副
議
長
が
仕
事
を
す

る
部
屋
で
す
。
正
副
議
長
室
で
は

議
長
よ
り
、
挨

拶
と
壁
面
に
飾

ら
れ
た
歴
代
の

吉
川
市
議
会
議

長
の
写
真
な
ど

に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

〇
そ
の
他

　
会
派
ご
と
に
分
か
れ
て
使
用
し

て
い
る
「
議
員
控
室
」
や
、
議
会

録
や
議
員
の
調
査
研
究
の
参
考
図

書
な
ど
が
置
か
れ
た
「
議
会
図
書

室
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

２
.
市
議
会
っ
て

　
　
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
施
設
の
見
学
後
は
、
議
場
に
て

市
議
会
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て

議
会
事
務
局
の
職
員
が
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
市

民
の
代
表
者
で
あ
る
市
長
と
議
員

が
対
等
な
立
場
で
話
し
合
い
を
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
事
前
の
学
習

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
み
な

さ
ん
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
役
所
は
ど
う
や
っ

て
建
て
ら
れ
た
の
」「
耳
の
不
自

由
な
人
は
ど
う
や
っ
て
傍
聴
す
る

の
」
な
ど
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を

質
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

３
.
議
会
体
験
！

　
最
後
に
、
議
場
の
設
備
を
実
際

に
使
用
し
て
、
各
ク
ラ
ス
が
事
前

に
考
え
た
議
題
に
基
づ
い
て
、
議

会
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
進
行
は
各
班
の
議
長
に
よ
り
行

わ
れ
、
議
員
と
な
っ
た
児
童
た
ち

が
自
身
の
考
え
を
演
壇
で
述
べ
ま

し
た
。
議
論
を
終
え
た
後
は
、
採

決
を
行
い
、
各
班
の
考
え
を
決
定

ま
し
た
。

　

各
班
の
議
題
と
採
決
結
果
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

特集特集 社会科見学編

ようこそ吉川市議会へ！
　令和２年９月28日、29日、10月１日の３日間に分けて、吉川市立
美南小学校の６年生のみなさんが社会科見学にいらっしゃいました。
社会科見学の様子をお伝えします！

市民

市議会 市長

選挙

願いを伝える

市民の声を聞く

選ぶ 選ぶ

市民のために仕事をする

市の仕事や予算、きまりなどを決める

市民の意見を市の仕事に反映させる

市の仕事や予算、きまりなどを提案する

お
手
紙
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
会
科
見
学
終
了
後
、
美

南
小
学
校
の
６
年
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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☆
１
組
☆

賛
成 

「
荷
物
が
ま
と
め
て
持
て

る
か
ら
」「
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
る

と
き
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
な
い
か

ら
」反対 

「
中
で
教
科
書
が
散
ら

か
っ
て
し
ま
う
か
ら
」「
遠
足
と

勘
違
い
さ
れ
る
か
ら
」

→ 

賛
成
５
名
、
反
対
12
名

賛
成 

「
面
倒
く
さ
い
か
ら
」「
ロ

ボ
ッ
ト
で
床
を
拭
い
て
他
は
手
で

や
れ
ば
い
い
」

反
対 

「
人
の
手
で
や
っ
た
方
が

綺
麗
に
で
き
る
か
ら
」「
教
室
に

感
謝
で
き
る
か
ら
」

→ 

賛
成
２
名
、
反
対
15
名

☆
２
組
☆

賛
成 

「
芯
を
削
り
忘
れ
る
こ
と

が
な
い
か
ら
」「
１
本
あ
れ
ば
１

日
使
え
る
か
ら
」

反
対 

「
芯
が
す
ぐ
折
れ
て
集
中

で
き
な
い
か
ら
」「
芯
が
折
れ
て

ご
み
に
な
る
か
ら
」

→ 

賛
成
13
名
、
反
対
３
名

賛
成 

「
教
科
書
が
重
い
か
ら
」

「
１
つ
で
色
々
な
授
業
が
で
き
る

か
ら
」

反
対 

「
目
が
悪
く
な
る
か
ら
」

「
お
金
が
か
か
る
か
ら
」

→ 

賛
成
13
名
、
反
対
２
名

☆
３
組
☆

賛
成 

「
登
校
し
な
く
て
い
い
か

ら
」「
忘
れ
物
が
な
く
な
る
か
ら
」

反
対 

「
友
達
と
直
接
会
え
な
い

か
ら
」「
休
み
時
間
に
遊
べ
な
い

か
ら
」→ 

賛
成
11
名
、
反
対
６
名

賛
成 

「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
」「
自
分

の
時
間
が
で
き
る
か
ら
」「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
や
れ
ば
い
い
」

反
対 

「
１
年
間
で
や
る
勉
強
が

出
来
な
く
な
る
か
ら
」「
１
日
の

勉
強
時
間
が
多
く
な
る
か
も
し
れ

な
い
か
ら
」

→ 

賛
成
８
名
、
反
対
７
名

☆
４
組
☆

賛
成 

「
個
人
差
が
出
な
い
か
ら
」

「
着
る
服
を
選
ぶ
の
に
時
間
が
か

か
る
か
ら
」

反
対 

「
制
服
を
買
う
の
に
お
金

が
か
か
る
か
ら
」「
私
服
を
着
る

機
会
が
減
る
か
ら
」

→ 

賛
成
６
名
、
反
対
11
名

賛
成 

「
着
替
え
な
く
て
良
い
か

ら
」「
体
育
着
の
持
ち
帰
り
が
た

い
へ
ん
だ
か
ら
」

反
対 

「
普
段
着
は
動
き
づ
ら
い

か
ら
」「
服
が
汚
れ
て
し
ま
う
か

ら
」

→ 

賛
成
５
名
、
反
対
10
名

☆
５
組
☆

賛
成 

「
半
袖
と
両
方
あ
っ
て
よ

い
と
思
う
か
ら
」「
フ
ー
ド
付
き
の

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
人
が
い
て

危
な
い
か
ら
」

反
対 

「
暑
そ
う
だ
か
ら
」「
お
金

が
か
か
る
し
、
家
に
あ
る
の
を
使

え
ば
い
い
か
ら
」

→ 

賛
成
12
名
、
反
対
４
名

賛
成 

「
朝
服
を
選
ぶ
時
間
が

も
っ
た
い
な
い
し
、
私
服
を
買
う

の
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
」「
中

学
校
で
も
着
る
の
で
練
習
」

反
対 

「
自
由
な
洋
服
を
着
た
い

か
ら
」「
汚
れ
た
時
に
替
え
が
な

い
し
、
お
金
が
か
か
る
か
ら
」

→ 

賛
成
５
名
、
反
対
11
名

【Ａ班】
ラ
ン
ド
セ
ル
よ
り
バ
ッ
ク
で

あ
る
べ
き
だ

【Ｂ班】
掃
除
に
床
掃
除
用
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
う
べ
き
か

【Ｂ班】
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
使
用
す
る

【Ａ班】
学
校
で
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を

使
っ
て
も
良
い
か

【Ｂ班】
２
日
に
１
回
学
校
に

登
校
す
る
か
（
隔
日
登
校
）

【Ａ班】
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
る（
賛
成
）

か
や
ら
な
い
（
反
対
）
か

【Ｂ班】
体
育
の
時
間
、普
段
着（
賛
成
）

か
体
育
着
（
反
対
）
か

【Ａ班】
学
校
に
行
く
時
は
制
服（
賛
成
）

か
私
服
（
反
対
）
か

【Ａ班】
長
袖
の
ジ
ャ
ー
ジ
を

作
る
か

【Ｂ班】
小
学
校
も
制
服
が

あ
る
べ
き
か
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来 共産 公明 無 無

赤
出
川　

義
夫

吉
川　

敏
幸

加
藤　

克
明

中
嶋　

通
治

松
﨑　
　

誠

岩
田　

京
子

稲
垣　

茂
行

伊
藤　

正
勝

齋
藤　

詔
治

稲
葉　

剛
治

戸
田　
　

馨

林　
　

美
希

遠
藤　

義
法

飯
島　

正
義

雪
田　

き
よ
み

小
野　
　

潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　

日
出
男

成
本　

直
寛

降
旗　
　

聡

≪市長提出議案≫
吉川市介護福祉総合条例等の一部を改
正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市都市計画下水道事業受益者負担
金条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市長及び副市長の給与等に関する条例
及び吉川市教育委員会教育長の給与等
に関する条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市道の路線廃止及び認定について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の無償譲渡について（集会所用地） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の処分について（河川用地となる土
地）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得について（小中学校大型提示
装置購入）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の変更契約の締結につい
て（汚水・雨水管渠布設工事）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の変更契約の締結につい
て（盛土工事）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の変更契約の締結につい
て（橋梁工事）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市一般会計補正予算（第
６号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市農業集落排水事業特
別会計補正予算（第１号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市介護保険特別会計補
正予算（第２号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計補正予
算（第３号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市水道事業会計補正予
算（第２号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来 共産 公明 無 無

赤
出
川　

義
夫

吉
川　

敏
幸

加
藤　

克
明

中
嶋　

通
治

松
﨑　
　

誠

岩
田　

京
子

稲
垣　

茂
行

伊
藤　

正
勝

齋
藤　

詔
治

稲
葉　

剛
治

戸
田　
　

馨

林　
　

美
希

遠
藤　

義
法

飯
島　

正
義

雪
田　

き
よ
み

小
野　
　

潔

五
十
嵐
惠
千
子

大
泉　

日
出
男

成
本　

直
寛

降
旗　
　

聡

令和２年度吉川市下水道事業会計補正
予算（第１号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市一般会計補正予算（第
７号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪委員会提出議案≫
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫
地方自治体のデジタル化の着実な推進
を求める意見書

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × ◎ 〇 〇 〇 〇

新型コロナウイルス感染症の爆発的な
拡大を防止するための緊急対策を求め
る意見書

否決 × × 議 × × × × × × × × × ◎ 〇 〇 × × × × 〇

後期高齢者の医療費窓口負担の引き上
げに反対する意見書

否決 × × 議 × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 ◎ × × × × 〇

＊ 会派名の「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」、「自由民主党」は「自由民主党吉
川市議員団」、「未来会議」は「未来会議よしかわ」の略です。「無」は会派に属さないものです。

市
議
会
豆
知
識

【
市
議
会
の
構
成
】

〇
市
議
会
議
員

　
市
民
の
中
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
「
市
民

の
代
表
者
」
が
市
議
会
議
員
で
す
。
市
内
に

住
ん
で
い
る
満
25
歳
以
上
の
選
挙
権
の
あ
る

人
な
ら
だ
れ
で
も
立
候
補
で
き
ま
す
。
吉
川

市
の
議
員
定
数
は
、
条
例
で
20
人
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

〇
会
派

　
市
政
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意

見
を
持
っ
た
議
員
で
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
会
派
と

言
い
ま
す
。
吉
川
市
議
会
に
は
現
在
５
つ
の

会
派
が
あ
り
ま
す
。

〇
議
長
と
副
議
長

　
議
長
と
副
議
長
は
議
員
の
中
か
ら
選
挙
さ

れ
ま
す
。
議
長
は
議
会
の
代
表
者
と
し
て
議

会
の
秩
序
を
保
ち
、
会
議
の
進
行
、
議
会
内

の
様
々
な
事
務
を
処
理
し
ま
す
。
副
議
長
は
、

議
長
を
補
佐
し
、
議
長
が
病
気
な
ど
の
時
に

は
変
わ
っ
て
そ
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
定
例
会
に
引
き
続
き
、
12
月
定

例
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に
伴
う
傍
聴
自
粛
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

な
ど
を
参
考
に
感
染
予
防
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
感
染
症

対
策
に
お
努
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び

　

議
会
だ
よ
り
№
187
号
に
お
い
て
左
記

の
と
お
り
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
７
ペ
ー
ジ
、
洋
式
化
す
る
施
設

　

誤
：
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・（
中
略
）・

市
民
農
園
・
栄
小
学
校
・
旭
小

学
校

　

正
：
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・（
中
略
）・

市
民
農
園

・
３
ペ
ー
ジ
、
特
別
会
計
・
事
業
会
計
、

表
中
「
下
水
道
事
業
・
資
本
的
・
歳
出
」

　

誤
：
８
７
、９
４
３
（
千
円
）

　

正
：
８
７
９
、４
２
９
（
千
円
）
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次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

日 月 火 水 木 金 土

本会議は10時、委員会は９時30分に開会しま
す。本会議の様子はインターネットでもご覧い
ただけます

２月24日
開会日

２月25日
休会日

２月26日
本会議

（代表質問）
２月27日
休会日

２月28日
休会日

３月１日
休会日

３月２日
本会議

（議案審議）

３月３日
本会議

（議案審議）
３月４日
休会日

３月５日
委員会

（総務水道・文教福祉）
３月６日
休会日

３月７日
休会日

３月８日
委員会

（総務水道・文教福祉）

３月９日
委員会

（建設生活）

３月10日
委員会

（建設生活）

３月11日
委員会

（請願審査）
３月12日
休会日

３月13日
休会日

３月14日
休会日

３月15日
休会日

３月16日
本会議

（委員長報告）
３月17日
一般質問

３月18日
一般質問

３月19日
一般質問
閉会日

※傍聴について
　新型コロナ感染症拡大予防のため、傍聴自粛のご協力をお願いする可能性があります。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。

編

集

後

記

　
﹁
コ
ロ
ナ
に
慣
れ
な
い
で
下
さ
い
。
緩
ま
な
い
で
下
さ
い
。
コ
ロ
ナ
を
甘
く
見
な
い

　
﹁
コ
ロ
ナ
に
慣
れ
な
い
で
下
さ
い
。
緩
ま
な
い
で
下
さ
い
。
コ
ロ
ナ
を
甘
く
見
な
い

で
下
さ
い
。﹂
と
日
本
医
師
会
の
会
長
が
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
さ
に
感
染
拡
大
阻
止

で
下
さ
い
。﹂
と
日
本
医
師
会
の
会
長
が
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
さ
に
感
染
拡
大
阻
止

の
正
念
場
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
再
拡
大
し
、
過
去
最
多
の
感

の
正
念
場
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
再
拡
大
し
、
過
去
最
多
の
感

染
者
数
の
更
新
を
続
け
て
い
る
中
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
十
二
月
の
定
例
議
会
が
開

染
者
数
の
更
新
を
続
け
て
い
る
中
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
十
二
月
の
定
例
議
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
を
決
め
る
今
議
会
で
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
減
額
さ
れ
、
一

か
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
を
決
め
る
今
議
会
で
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
減
額
さ
れ
、
一

部
の
事
業
が
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
に
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
考

部
の
事
業
が
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
に
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
考

え
る
時
間
を
も
ら
っ
て
い
る
と
捉
え
、
市
民
の
皆
様
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
た
め
の

え
る
時
間
を
も
ら
っ
て
い
る
と
捉
え
、
市
民
の
皆
様
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
た
め
の

機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
り
前
に
あ
っ
た
日
常
の
有
難
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
一
年

機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
り
前
に
あ
っ
た
日
常
の
有
難
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
令
和
三
年
は
、
ひ
と
り
一
人
が
喜
ぶ
笑
顔
の
街
に
な
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て

で
し
た
。
令
和
三
年
は
、
ひ
と
り
一
人
が
喜
ぶ
笑
顔
の
街
に
な
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。 

齋
藤　

詔
治

齋
藤　

詔
治

　

令
和
３
年
１
月

　

令
和
３
年
１
月
1010
日
、
吉
川
市
総
合
体

日
、
吉
川
市
総
合
体

育
館
に
お
い
て
、
令
和
３
年
吉
川
市
成
人

育
館
に
お
い
て
、
令
和
３
年
吉
川
市
成
人

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
場

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
場

を
例
年
の
吉
川
市
中
央
公
民
館
か
ら
変
更

を
例
年
の
吉
川
市
中
央
公
民
館
か
ら
変
更

し
、
各
中
学
校
区
で
時
間
を
分
割
し
た
ほ

し
、
各
中
学
校
区
で
時
間
を
分
割
し
た
ほ

か
、
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
の
対
策
が
講

か
、
時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
の
対
策
が
講

じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
４
８
８
名
の

じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
４
８
８
名
の

新
成
人
が
参
加
し
、
成
人
と
し
て
の
自
覚

新
成
人
が
参
加
し
、
成
人
と
し
て
の
自
覚

あ
る
行
動
の
も
と
、
素
晴
ら
し
い
式
が
行

あ
る
行
動
の
も
と
、
素
晴
ら
し
い
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　

新
成
人
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
す
。

表

紙

の

写

真
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